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 本論文は、博士学位請求者の 2006 年度より 2014 年度にわたる楽書研究の軌跡
をまとめたもので、その中心は、それまでまとまった研究のない『教訓抄』にあ
る。 
 当初の次のような研究計画のもとにそれは始められた。  
  一、古写本をはじめとする伝本の研究／二、筆者狛近真の研究と成立の背景  
    ／三、『教訓抄』の先行楽書（出典・影響関係）／四、『教訓抄』の後代へ 








 本論文の構成は以下の通りである。   
   
  目次 
 凡例 
 はじめに―この研究の背景について―  
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 第一部 『教訓抄』『続教訓鈔』の研究  
  第一章 『教訓抄』の古写本について  
   はじめに 
   諸本解題 
     １、宮内庁書陵部蔵本について／２、曼殊院蔵本について／３、井伊  
          家旧蔵本について／４、内閣文庫蔵中御門家旧蔵本について／５、神  
          田喜一郎旧蔵本について  
   おわりに 
  第二章 神田喜一郎旧蔵の『教訓抄』について  
   はじめに 
   一、神田喜一郎旧蔵本解題  
          １、書誌／２、内容／３、奥書／４、兹秋について  
   二、内閣文庫蔵中御門家旧蔵本との関係について  
   三、嘉禎四年・仁治二年の記事について  
   四、荒序の記録について  
   五、〔羅陵王舞譜〕紙背の荒序記録との関係について  
      １、〔羅陵王舞譜〕紙背の記事について／２、〔羅陵王舞譜〕と神田  
          本に共通する「荒序」の記録について／３、〔羅陵王舞譜〕と神田本  
          の関係 
      六、他本との比較  付、思想大系本の問題点  
      １、古写本の特徴と神田本／２、思想大系収録の翻刻について／３、  
          江戸期の写本との比較／４、続群書類従・日本古典全集所収本につい  
          て／５、古写本（書陵部本）との異同について  
   七、神田本検証のまとめ  
  第三章 『続教訓鈔』の混入記事について   
            その一 ―日本古典全集底本の伝来と曼殊院本―  
   はじめに 
   一、日本古典全集本の底本・校本について  
   二、古典全集本各冊の奥書の検討  
     １、第一冊奥書／２、第八冊奥書／３、第九冊奥書／４、第二冊奥書  
          ／５、第十一冊奥書／６、第十五冊奥書／７、第五冊奥書／８、第十 
          冊奥書／９、第七冊奥書／１０、第十六冊奥書  
      三、古典全集本と曼殊院本  
  第四章 『続教訓鈔』の混入記事について  
             その二 ―曼殊院本と日本古典全集本の比較―  
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      はじめに 
   一、曼殊院本に関する先行研究について  
   二、曼殊院本と古典全集本の比較・検討（一）  
     １、『続教訓鈔』巻十一上／２、『続教訓鈔』巻十一下／３、『続教  
          訓鈔』巻二下／４、『続教訓鈔』巻四上／５、『続教訓鈔』巻次未詳  
          の巻 
      三、曼殊院本と古典全集本の比較・検討（二）  
     １、『教訓抄』巻二／２、『教訓抄』巻三／３、『教訓抄』巻七  
   四、曼殊院本と古典全集本の比較・検討（三）  
     １、『宮寺恒例神事八幡宮次第略記』／２、『豊原信秋日記』応安七  
          年 
      五、曼殊院本と古典全集本の比較・検討（四）  
     １、佚名楽書①（「有安注進諸楽譜」）／２、佚名楽書②（「某抄鈔」） 
     ／３、佚名楽書③（「律呂弁天地四方声」）  
   六、曼殊院本と古典全集本の比較・検討（五）  
                付、古典全集本に見えない記事について  
     １、『尋問鈔』上下／２、建久四年、豊原利秋奥書『笙譜』／３、下  
     無調渡物譜ほか／４、『明徳五年常楽会日記』（豊原量秋記）／５、  
     明徳元年・同三年仮名具注暦／６、消息／付、曼殊院本に見えない『続  
     教訓鈔』巻二十二について  
   おわりに 
 
 第二部 「春日楽書」の研究  
  第一章 春日大社蔵『舞楽古記』概論  
   はじめに 
   一、諸本解題  
     １、春日大社蔵『舞楽古記』／２、国立公文書館内閣文庫蔵紅葉山文  
     庫旧蔵『荒序記』／３、国文学研究資料館寄託田安徳川家蔵『荒序記』 
     ／４、上野学園大学日本音楽史研究所蔵窪家旧蔵『荒序旧記』  
   二、諸本の異同について  
     １、春日本と内閣文庫本の異同について／２、窪家本の異同について  
   三、〔羅陵王舞譜〕裏書との関係について  
     １、〔羅陵王舞譜〕との比較／２、『古記』の異同と独自の記事から  
   四、「荒序」の記録の記主・成立について  
     １、「私所荒序舞記」について／２、『荒序旧記』について／３、真 
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     葛の記録について／４、季真の記録について／５、まとめと今後の課  
     題 
  第二章 『舞楽手記』諸本考  
   はじめに 
   一、先行研究について  
   二、春日大社所蔵『舞楽手記』解題  
     １、書誌／２、内容 （１）本文（オモテ）・（２）紙背／３、まとめ  
   三、『舞楽手記』の諸本について  
     １、オモテに対応するとされる伝本  （１）国立公文書館内閣文庫蔵  
     『荒序譜(二)』・（２）国文学研究資料館寄託田安徳川家蔵『荒序譜  
     (二)』・（３）宮城県図書館伊達文庫蔵『荒序譜(二)』／２、紙背に 
     対応するとされる伝本 （１）国立公文書館内閣文庫蔵『荒序譜 (一)』 
     及び『舞曲譜(一)』・（２）国文学研究資料館寄託田安徳川家蔵『荒  
     序譜(一)』及び『舞曲譜(一)』・（３）宮城県図書館伊達文庫蔵『荒 
     序譜(一)』及び『舞曲譜(一)』／（４）上野学園大学日本音楽史研究 
     所蔵窪家旧蔵『舞譜』  
   四、春日本と諸本の関係について  
     １、オモテについて／２、紙背について  
   五、豊氏本家蔵本について  
     １、豊氏本家蔵『荒序舞譜』／２、豊氏本家蔵『荒序』／３、まとめ  
   六、本稿のまとめ 
  第三章 『舞楽手記』筆者・成立考   
          その一 付、春日大社蔵『楽所補任』の筆者について  
   はじめに 
   一、跋文について 
   二、跋文一について  
          １、「故判官近真去正月廿五日早世之後者陵王荒序事披譜啐向春福并 
     光葛等授読様了一向沙汰之」／２、「於本譜者成春福分畢」／３、「大 
     事文書等置所以外無四度計之間或火事或盗人旁有其恐之間書出此秘譜  
     写本者故判官自筆也少分予書之」／４、「乱序之中大膝巻以前者不書  
     之人皆知及之故也入破初帖又以不書之於其外秘譜者為令不絶当曲以方  
     便書写之」／５、「聖宣死亡之後者可遣春福之許穴賢々」  
   三、「故判官蒙勅許事」について  
   四、本章のまとめ 付、春日大社蔵『楽所補任』の筆者について  
  第四章 『舞楽手記』筆者・成立考   
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        その二 ―跋文二の解釈と、狛近真以後の「荒序」継承につ  
              いて―  
      はじめに 
   一、跋文二と先行研究  
   二、跋文二の解釈 
   三、近真没後の「荒序」の継承について  
   おわりに 
  初出一覧 
    おわりに―今後の課題と展望―  
      一、『教訓抄』について  
     １、古写本について／２、近世以降の写本について／３、編者狛近真  
     について／４、成立の背景について／５、先行の楽書について／６、  
     後代への影響について  
   二、『続教訓鈔』について  
   三、「春日楽書」について  
  
（別冊）参考資料（上記論文執筆と並行し、共同で行った翻刻・目録）  
   一、雅楽関係史料目録稿（上野学園日本音楽資料室蔵書目録）（神田編） 
   二、『教訓抄』編年年表（磯水絵・田中幸江・川野辺綾子・神田編） 
   三、宮内庁書陵部蔵『教訓抄』翻刻（一）自巻一至巻三（教訓抄研究会編） 
   四、宮内庁書陵部蔵『教訓抄』翻刻（二）自巻四至巻七（同上） 
   五、宮内庁書陵部蔵『教訓抄』翻刻（三）自巻八至巻十（同上） 
   六、曼殊院蔵『教訓抄』翻刻  巻二、巻三、巻七（同上） 
   七、井伊家旧蔵『教訓抄』巻第四（彦根城博物館所蔵）翻刻（岸川佳恵・ 
     神田編） 
   八、中御門家旧蔵『教訓抄』巻第十（内閣文庫蔵〔打物譜〕）翻刻（同上） 
   九、神田喜一郎旧蔵『教訓抄』巻第十（京都国立博物館所蔵）翻刻（同上） 
   十、春日大社蔵〔楽記〕翻刻（櫻井利佳・岸川佳恵・川野辺綾子・神田編） 
  十一、春日大社蔵『舞楽古記』翻刻（同上） 
  十二、春日大社蔵『舞楽手記』翻刻（岸川佳恵・神田編） 
  十三、東儀鐵笛著『日本音楽史考』翻刻（二）  
   ―第四期 鎌倉時代の音楽 七、楽舞の継承（第一）―（磯水絵 
     研究室編） 
 初出一覧                                                          以上 
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して『教訓抄』『続教訓抄
ママ
』から音楽史を考究する」の題目で、日本学術振興会
より科研費（特別研究員奨励費）の交付を受け、かつ、既述のＣＯＥプログラム
「中世日本漢文班」の研究活動と連動して着手し、科研と同プログラム終了後も
引き続き行ってきた研究をまとめたものであり、本論文を構成する個々の論文は、
たとえば、第二章第一節から三節が『中世文学』第五十六号（中世文学会刊）、
第三章が同第五十九号に、第二章第四節から七節が『東洋音楽研究』第七十六号
（東洋音楽学会刊）に、第二部第二章が『日本漢文学研究』第五号にという具合
に、日本文学研究、あるいは東洋音楽研究の全国誌に掲載されて、すでに斯学の
評価を得ているものであり、『教訓抄』、『続教訓鈔』、「春日楽書」研究の基
本的文献として、今後読み継がれていくものと考える。 
 なお、今後の課題と展望については、学位請求者が「おわりに」に触れている
から多くを述べないが、この三資料に続く、豊原統秋編の『體源鈔』が他家（狛
氏）の『教訓抄』を、どうして引用できたのかとか、『教訓抄』の編者狛近真伝
の研究、同書成立の背景、『続教訓鈔』のさらなる研究、「春日楽書」の全容解
明等、論じ尽くせなかった等の課題は残る。とはいえ、現時点の本論文について
は、審査員一同、一致して、「博士（文学）」（甲）の学位を授与するに値するものと認
定する。 
